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地域公共交通シンポジウム
赤井川村 総務課長 髙松重和

むらバス運行が
地域にもたらしたもの



今日 お話しすること
１．自己紹介と赤井川村の概況

２．ガバメント・クラウドファンディングの取り組み

３．赤井川村らしい「むらバス」運行体制

４．利用される公共交通への挑戦

５.「むらバス」が地域にもたらしたこと
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自己紹介 ＜職歴＞
平成５年 赤井川村役場 奉職

「福祉」の仕事を担当
平成14年 「農業」の仕事を担当
平成22年 「総務」の仕事を担当
平成24年 「総務課総務係長」
平成25年 「東京財団週末学校」受講
平成26年 「産業課地域振興係長」

道の駅開業の仕事を担当
平成28年 総務に戻る････

ふるさと納税の仕事を担当
平成30年 「総務課主幹」

バス路線問題に直面････
令和元年７月「総務課長」

現在に至る
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赤井川村の概況【むらバス運行 以前】

国道３９３号

道道仁木赤井川線

道道余市赤井川線

〇交通資源（2021.4）

・北海道中央バス「赤井川」線
４便（８往復）･･･月〜土

日曜・祝祭日運休
ルート 常盤〜余市駅

・赤井川ハイヤー 車両１台

・スクールバス 車両１台
（赤井川ハイヤー受託）

・日、祝日代替交通 市町村運営有償運送
４便（８往復）･･･日曜日、祝祭日運行

赤井川ハイヤー受託 (2019.12〜)
車両 スクールバス活用
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赤井川村の概況【むらバス運行後】

国道３９３号

道道仁木赤井川線

道道余市赤井川線

〇交通資源（2024.１）

【自家用有償運送(交通空白)】2022.4〜
・「むらバス」 事業主体−赤井川村

４便（８往復）･･･月〜土
３便（６往復）土・日・祝祭日
ルート キロロリゾート〜

コープさっぽろ余市店

【自家用有償運送(交通空白)】2023.8〜
・「お出かけアシストサービス」

事業主体−赤井川村社協
平 日 原則3日前予約
会員制 村内片道100円
自宅〜バス停 自宅〜郵便局など

・「通院サービス」
平 日 原則3日前
村内・仁木町・余市町

・むらバス 車両１台
・赤井川ハイヤー 車両１台
・スクールバス 車両１台

（赤井川ハイヤー受託）
・キロロバス 車両４台(むらバス登録)
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赤井川村の概況【人口推移】
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赤井川村人口推移(2014.1〜2024.1)

日本人 外国人

−赤井川村人口構造の特徴−

①外国人人口割合が高い
令和6年1月 外国人住民386人

人口に占める割合28.5%

②日本人人口は年々減少
令和3年1月 1069人
令和6年1月 967人

△102人

③実高齢化率
令和6年1月 34.02%

※外国人住民除く
参考 24.39%

※外国人住民含む
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むらバス運行までの軌跡については、
北海道運輸局ホームページをご覧ください

https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/tiikikoukyoukoutsuu
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「むらバス」の運行状況(2022.4.1～)

－２０２２．４．１むらバス運行－
2021.10～11月 実証運行結果を踏まえ

運行主体 赤井川村
事業委託 赤井川ハイヤー

(市町村自家用有償運送(交通空白))
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赤井川村の概況【むらバスの利用状況】

むらバス利用状況
令和３年度(2021年度) ５，７８４人

北海道中央バス赤井川線
＋実証運行(2か月)＋日・祝代替交通

令和４年度(2022年度) ９，１８４人
むらバス運行初年度

高校生通学利用取り組み

令和５年度(2023年度) １７，４９１人
むらバス運行２年度目
キロロリゾートスタッフ通勤+観光利用+住民認知向上

2021年度比
300%増加



「むらバス」の運行状況(2022.4.1～)

むらバス運行の特徴

①地域交通資源のフル活用
・事業者連携による共創

②運行ルート・ダイヤのデザイン
・実証運行data活用、通学環境・接続環境向上

③バス運賃の自主的な決定
・わかりやすい運賃の仕組み、片道定期券の導入

10



◆公共交通で村の未来をつなぐプロジェクト(2021年11月)
ガバメント・クラウドファンディングの取り組み

資金調達<共感
・ガバメント・クラウドファンディング
・企業版ふるさと納税

「共感」＝「関係人口」
寄付者との“つながり”を大切にする取り組み
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ガバメント・クラウドファンディングの取り組み

全国各地からの応援メッセージ
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ガバメント・クラウドファンディングの取り組み
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ふるさとチョイスAWARD2023
「未来につながる まちづくり 部門」ノミネート

ガバメント・クラウドファンディングの取り組み

2022年 2023年

2024.3.16 東京
ふるさとチョイスAWARD2023

審査会開催
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赤井川村らしい「むらバス」運行体制

地域に「あるもの」と「あるもの」を
組み合わせて新しい価値を創る

15



−地域公共交通活性化法−
地域（村内）の交通資源のフル活用

北海道運輸局からの助言
新しい価値を創造

【観光客・従業員送迎】 【赤井川村スクールバス運行受託】
【村内唯一のハイヤー事業者】

赤井川村らしい「むらバス」運行体制

村内企業 村内企業

連 携

「むらバス」車両＋地域交通資源(乗務員・車両)を最大限活用
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赤井川村らしい「むらバス」運行体制

－連携による効果－

年間 ３５９日間の運行体制を確保
登録乗務員 ９人(赤井川ハイヤー２名＋キロロリゾート７名 2024.1現在)

代替車両の確保
登録車両 ５台(赤井川村車両１台 キロロリゾート車両４台)
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赤井川村らしい「むらバス」運行体制

－乗務員確保の現実－
インバウンド観光のV字回復・国際スノーリゾート地

赤井川村ならではの冬期間のバス乗務員不足

－車両確保の現実－
地域住民のバス利用増加・リゾート従業員の通勤利用増加

観光利用の増加

車両の乗車定員増加を検討
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新しい価値を創造=地域に「新たな仕事」を生む
地域経済循環の仕組みを創出

赤井川村らしい「むらバス」運行体制

しごとの創出＋地域内経済循環
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利用される公共交通への挑戦

そもそも「バス」は「何のために」必要なのか?

高校生の通学のため･･･
高齢者の通院のため･･･

運転免許を持たない人のため･･･
地域から公共交通をなくせないから･･･

バスはなくなってもいいのではないかの声･･･
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利用される公共交通への挑戦

そもそも「バス」は「何のために」必要なのか?

ありたい姿を共有する
－目的と手段を明確に－

ありたい姿【目的】=利用されるバス運行によって、

暮らしやすさが向上する

そのための方策【手段】=地域からバスをなくさ(せ)ない!!
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利用される公共交通への挑戦

利用されるためのバス運行とするには、

「バス利用者」の声
「むらバス乗務員」の声

を大切にする。

(すべての要望には応えられませんが････)
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2022.5バス利用促進事業検討案 利用促進効果（高い）

生活需要 観光需要

地域内移動支援
（ﾗｽﾄ･ﾜﾝﾏｲﾙ対策）
自宅⇔バス停とか

地域公共交通
懇談会・セミナー

バスマップ作成
バスポスター作成

検索ｻｲﾄ情報提供

むらバス
記念乗車切符

高齢ドライバー
免許返納者対策

保育所・小学生
バス利用機会増加 むらバス利用

実態調査

むらバス
観光ツアー

村民（余市観光）
村外者（村長ツアー）

利用促進効果（低い）

行動変容、
バス塗り絵

高齢男性への
アプローチ

②①

④
③

⑥

⑤
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ラスト・ワンマイル対策
2023.8.1スタート！

利用される公共交通への挑戦①

交通空白地への対応

過疎地域交通空白
自家用有償運送

地域おこし協力隊

運行主体
社会福祉協議会

×
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2023.8～2024.1利用実績

－おでかけアシストサービス－
会員登録数 ３０名

輸送回数延べ ２３４回

<輸送資源>
登録運転者数 ９名
登録車両 ３台

－通院送迎サービス－
会員登録数 ２５名

送迎利用回数 ７４回

利用される公共交通への挑戦①
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利用される公共交通への挑戦②

誰もが「むらバス」へアクセスできる環境
Mobility as a Service（MaaS）の一歩！

smart phone
普及

アフターコロナ
(観光需要)対応

2022年調査

高校生から64歳までの
利用が約80%

交通障害への対応

検索情報提供

バス位置情報提供
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問合せの多い余市駅周辺の
バス停・乗り換え情報周知

生活圏の公共交通利用促進

利用される公共交通への挑戦③
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バス利用者の声・乗務員の声を参考
運行2年目(2024.4)のダイヤ改正へ

「これからの赤井川村に必要な公共交通は︖」
「利用してどう︖」参加者と意見交換を継続

地域自らデザインする公共交通を継続！

利用される公共交通への挑戦④
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むらバス利用の
「きっかけ」づくり

「むらバス」を
身近に感じる！

赤井川村社会福祉協会主催 「むらバス」買い物ツアー

利用される公共交通への挑戦⑤
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客観的利用データの収集
思い込みからの脱却

利用される公共交通への挑戦⑥
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■利用者アンケート調査結果

問９ 利用頻度（n=938）

問９ 利用頻度（n=566）

問７ 目的の市町村（n=927）

往
路

問７ 目的の市町村（n=559）

復
路

P31利用される公共交通への挑戦
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「むらバス」が地域にもたらしたこと

①地域の中学生が「むらバス」応援団に!
赤井川中学校美術部×地域おこし協力隊OB×むらバス

自分たちが将来利用するバスを応援
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「むらバス」が地域にもたらしたこと

②地域の小学生が「むらバス」利用者に!
「むらバス」を利用してみんなでお出かけ

地域行事への参加や余市・小樽へのお出かけ

子どもたちが 公共交通の利用ハードルを一歩越える!! 33



むらバスが地域にもたらしたもの

③地域の小学生が思い思いの「むらバス」を!

「むらバス」塗り絵作戦で車内を彩る
地域おこし協力隊×子ども教室×むらバス

子どもたちが 「ふるさとのバス」をPR 34



むらバスが地域にもたらしたもの

④個人商店がバス待合所に!
バス利用者のコミュニティスペース

個人商店×むらバス

バス待合所という公共空間を提供

始発便(6:18)から最終便(18:54)
バス利用者が風雪を凌ぐ
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むらバスが地域にもたらしたもの

⑤地域の強みをさらなる強みへ!
キロロリゾート×むらバス×観光客・リゾートスタッフ

キロロリゾートへのアクセス向上

小中学生 キロロリゾートシーズン券の
有効活用キロロ観光客・スタッフの利用

キロロへのアクセス向上
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むらバスが地域にもたらしたもの

むらバスの認知度向上 37



むらバスが地域にもたらしたもの

脱炭素社会への寄与 38



むらバスが地域にもたらしたもの

利便性の向上(バス利用者の声)

良くなった
70%

変わらない
21%

悪くなった
9%

むらバスの利用しやすさ n=139

運賃が安くなった
33%

ダイヤが変わった
22%

ルートが変わった
19%

JR・バスとの
接続環境向上

14%

バスマップ・
位置情報提供

12%

良くなった要因 n=280

2023年度 地域福祉計画策定住民アンケートより
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むらバスが地域にもたらしたもの

赤井川ハイヤー

キロロリゾート

個人商店

バス利用者

小中学生

北海道運輸局

中央バス

余市観光協会

むらバス
赤井川村

ふるさと納税
全国各地の皆様

企業の皆様

北海道

共 創
公共(むらバス)
みんなで支える

社会福祉協議会

地域おこし協力隊
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むらバス運行に関係するすべての皆様へ、
あらためて感謝申し上げます。

え～ぞ・しりべし【北海道後志総合振興局公式】を検索！

2022.3.31北海道中央バス最終運行セレモニーが動画で見られます


